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除去トルク値は，IP-CHA 群（53.7±10.1 Ncm）と既存骨群（44.0±5.5 Ncm）との間に有
意差を認めなかった。組織学的には，IP-CHA群および既存骨群ともにスレッドに沿った骨
の形成が観察された。 
実験 2では，IP-CHAを用いた骨再建部における荷重条件下のオッセオインテグレーショ
ン獲得およびインプラントの骨支持を解明した。イヌ両側顎骨に骨窩（φ6.0×8.0 mm）を
形成後，片側に顆粒状 IP-CHA（φ0.5～1.0 mm），反対側に粉砕自家骨を補填し，12週の治
癒期間の後に再建部中央にインプラント（φ3.3×10.0 mm）を埋入した（n=3）。インプラ
ント埋入から 12週後，2次手術を行い，ヒーリングアバットメントの装着，固形食摂取に
よる荷重負荷を開始した。インプラントの骨支持の評価として，埋入トルク値，2 週ごと
の ISQ値およびペリオテスト値を測定した。荷重負荷開始から 12週後，インプラントを含
む骨組織を採取し，組織学的観察および BICの測定を行った。埋入トルク値は，IP-CHA群
（9.2±5.6 Ncm）と自家骨群（20.2±8.7 Ncm）の間に有意差を認めなかった。ISQ値では，
インプラント埋入時において自家骨群（67.6±3.6）が IP-CHA群（54.0±5.8）より有意に
高い値となった。荷重負荷開始から 12週後まで，すべての期間における ISQ値およびペリ
オテスト値では，両群間に有意差を認めなかった。組織学的には，両群ともに骨接触を観
察し，オッセオインテグレーションを獲得していた。また，BICではIP-CHA群（56.2±11.9 %）
と自家骨群（57.1±10.3 %）との間に有意差を認めなかった。 
以上の結果より，本論文は IP-CHA骨再建部に埋入したインプラントは非荷重条件下およ
び荷重条件下でオッセオインテグレーションを獲得し，十分な治癒期間を設定することに
より粉砕自家骨での骨再建部と同等の骨支持が得られることを明らかにした。本論文の成
果は，インプラント埋入部位における骨量の不足に対して，IP-CHAによる骨再建が有用で
あることを強く示唆するものと考える。よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博
士（歯学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
